
阿智村事務事業評価シート
担当者 民生課 地域包括支援センター

①事務事業の概要

H18 事業の終期
②事務事業の計画（PLAN）、取組（DO)

項目 金額 項目 金額 項目 金額

人件費 17,026
委託料 17,208
その他 1,531

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度
実績額 (千円) 37,327 41,283 35,765 41,874 41,000

うち一般財源 22,529 21,227 18,931 24,346 23,500

うち補助金 14,798 14,922 14,368 15,028 15,000

うち個人負担 7,840 5,134 2,466 2,500 2,500

正規職員 2 2.5 2 3 3

臨時職員 2 2 2 2 2

③評価（CHECK)
区分 個別判定 総合判定
必要性 a

a

a

a

有効性 A

効率性 b

b

公平性 受益者負担は適切か B

④改善（ACTION)
継続・維持

区分

事
業
コ
ス
ト

具体的取組 ①地域包括支援センターとしてワンストップの総合相談窓口を開設し、効率的に対応する。
②独居・高齢者訪問、こんにちは訪問等により要援護者の早期発見、早期対応をすることで、要介護状態の予
防や健康増進を図り介護給付費が抑制できる。
介護予防・日常生活支援総合事業 （おたっしゃかい・こんにちは訪問・配食サービス・サロン・水中運動・生き
がい講座・その他事業）
　包括的支援・任意事業　（成年後見制度利用支援・緊急通報体制整備・訪問理美容・やすらぎ支援事業など）

実績・効果

根拠法

65歳以上の高齢者、障害者

実施目的 住み慣れた地域で高齢者・障害者が自分らしく暮らせるように、ワンストップの総合相談窓口として一人ひとりに
あった支援体制を整える。介護が必要になったり障害を持っても地域で自分らしく生活できるよう支援する。

関連する主な計画等

(人)
従事職員

事務事業名

実施方法
事業の対象者
事業開始年

地域支援事業（地域包括支援センター運営）

総合計画での位置づけ

介護保険法

６５歳以上の高齢者を対象としており妥当である。

福祉・健康・医療の充実ー高齢者福祉
信州あち　おたっしゃブラン21　阿智村老人福祉計画・第６期介護保険事業計画

A

新総合事業となり、適切な支出となっている。

認定調査員を増員し、従来の職員が相談・訪問など包括業務
に専念できてる。

判定理由
住民が安心してその人らしい自立した生活を続けられる総合
的な生活支援に対するニーズは高い。
福祉のワンストップ相談窓口の設定や各種サービスの提供は
介護予防等に効果的である。

介護予防・日常生活支援総合事業
　　おたっしゃかい　　2,520人　　6,078千円
　　こんにちは訪問　　2人
　　配食サービス　　　3,968食　　3,189千円
　　ふれあいサロン　　249回（総回数）　　2,159人（総参加数）　　718千円
　　水中運動　　　　　3,887人　　2,514千円
　　生きがい講座　　　1,581人　　1,720千円

村の関与は妥当か

手段、成果は妥当か

住民のニーズは高いか

包括的業務を直営で行うことは妥当である。

B

対象者の設定は妥当か

期待された効果が得られ
たか

コストの削減に努めたか

効率性を高める工夫はさ
れたか

総合評価

歳出の
内訳
(千円)

事業の方向性

課題

今後の取り組み 具体的にはおたっしゃかいの運営をどのようにしていくかなどの取り決めを行う。

27年度から新総合事業となっており、それぞれの事業の進捗状況をみつつ阿智村にあった事業へと
見直しをしていく。

B

利用するサービスごとに自己負担（１割）が設定されている。

相談件数の増加やサービス利用が見られ、早期での対応が可能である。

直接実施 業務委託 補助金交付 負担金 その他 

時期不明 終期未定 


